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！ 京都大学総長に就任してキャンパスを見て廻ったとき，施設の老朽化，狭院化とともにそれが t 
+ 大変汚いことに衝撃を受けました。大学の教育 ・研究機能が円滑に営まれるためには，若々しい ？ ； 雰囲気とともに， 他方では附な環境が必要であります。そこで過去2年間，環境の整備にささ ； 
＋ やかではありますが努力を致しました。駐車の規制を行ったのも構内における安全の確保が第一 ＋ 
+ の目的でありますが，同時に落ち着いた環境を作りたいと考えたからでもあります。また体育 ； 
t 館，グラウンド，食堂などの改修にも意を用いました。残念ながら汚いことで有名になっている 十
？ 京都大学の環境を少しでも改善するべく，今後も努力を続けていくつもりであります。 ； ； 最近，整備を行ったばかりの施設にペンキを塗られたことは，大変残念なことでありました。 ； 
＋ 知性の片鱗すら感じられない務舎きを見て，私は怒りを通り越して深い絶望を感じました。この ＋ ； ような行為は何と強弁しようとも，絶対許されないことであります。私は京都大学の伝統である ； 
十 自由を誇りに思い尊重しなければならないと考えています。しかし自由は，責任と他者の自由に ＋ 
； 対する共感を伴ってこそ，はじめてその本来の理念を発揮するものであります。近年国立大学の + 
！ 老朽化，環境の悪化に対する国民一般の認識と憂慮が深まり，京都大学としても鋭意改善の努力 ↑ ； をしているところでありますが，それを無にするような行為は厳に慎まなければなりません。国 ； ； 立大学は国民の税金によって運営されているわけでありますので，国民の目が厳しくみつめてい ： 
＋ ることに思いを致して 深く反省してほしいと願っています。 ＋ ； 平成5年度は補正予算もあって老朽化した建物の改築，改修が始まりました。現在の財政事情 ； 
t は大変厳しいものがありますが，今後とも施設整備の必要性とその早期実現を強く訴えていくつ 十
+ もりであります。そのためにも自らがキャンパスを少しでも美しくしていく必要があります。構 』； 闘の符さんの御協刀をお願い致します。 ； 
総長 JIニ村裕夫 十
-791ー











物 質 名 新m基g／準t値 1:1 m基g／準t値 ｛精 考
鉛及びその化合物 0.1 
枇 ,t及びその化合物 0.J 0.5 
表 2 水質基準に新たに追加された物質と基準備
物 質 4〆1 新m基g／準t値 官Ii 考
ジク ロ ロ メ タ / 0.2 有機治責lj
四 塩 イヒ 炭 ’ぷ 0.02 イシ
l, 2 ジクロロエタン 0.04 。
1, 1 －ジクロロエチレン 0.2 民〉
シスー l,2ジクロロエチレン 0.4 今
] ' 1' 1 －トリクロロエタン 3 ’， 
1, 1, 2 トリクロロエタン 0.06 イシ
l' 3 －ジクロロプロペン 0.02 五I円て ~ 
チ ウ フ ム 0.06 今
三ノ 竺苫 ユ〆 ノ 0.03 イシ
チオベンカ ルブ 0.2 イシ










入 能 者 数
期 間 展 刀Z の 名 称
般 ，.子•J. 生 i織 員 特別観覧 言十
者自 の I有 地 図 人 人 人 人 人
一京 ・江 戸 ・大 坂
4/12-5/28 1,449 664 253 444 2,810 














































京大広報 1994. 6. 1 
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お遂行されている トマス ・アクイナス r神学大
全』全訳 （36H甘）の刊行事業である。先生の強力
な指導力のもとに始められたこの翻訳事業は，そ
の完成のあかつきには我が国哲学界における記念
碑的業績となるであろう。
以上にみられる一連の業績により昭和48年勲二
等端宝章を受けられた。
ここに謹んで、哀悼の意を表します。
（文学部）
西 村 進文部事務官
文部事務官西村進氏は， 5月15日逝去され
た。享年610
同氏は，昭和39年8月本学工学部に就職され．
以後29年の永きにわたり，業務一筋に，多大の貢
献をされた。昭和60年には京都大学永年勤続者表
彰（20年勤続）を受けられた。
ここに諮んで哀悼の意を表します。
（工学部）
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